
 

図 1(a) ナノ光ファイバと結

合した CdSe/ZnS 量子ドット 

(b) NFBC の走査イオン顕微
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光量子情報通信処理の実現には、単一光子源、量子メモリ、制御ゲートなどの光量子デバイス

の開発が不可欠である。これらのデバイスを実現するため、微小共振器と単一発光体とを結合さ

せたハイブリッドデバイスが注目されている。我々は、シングル

モードファイバへの無損失接続が可能なハイブリッドデバイス

を実現するため、ナノ光ファイバに注目し研究を行ってきた。 

ナノ光ファイバは、局所的に波長の半分程度の直径を持つシン

グルモードファイバであり、発光体が放出した光子を効率良くフ

ァイバへ結合させることが可能である。我々は、図 1(a)に示すよ

うに、単一量子ドットをナノ光ファイバ表面に吸着させることで、

7%以上の効率で光子をファイバに結合させることに成功した[1]。

また、単一窒素欠陥中心(NV センター)を含むダイヤモンドナノ

粒子を結合させることで、高効率単一光子源や光検出磁気共鳴も

実現してきた[2,3]。 

ナノ光ファイバの結合効率は、共振器構造を組込むことで、さ

らに増大させることが可能である[4,5]。我々は、集束イオンビー

ム装置を用いてナノ光ファイバを微細加工することで、図 1(b)に示すように、共振器構造を組込

んだナノ光ファイバブラッグ共振器（NFBC）を開発し、超広帯域共鳴波長制御や単一量子ドット

の発光増強を実現してきた[6]。講演では、最新の研究成果についても報告する予定である。 

本研究の一部は、科学研究費、JST-CREST、科学技術振興調整費、光科学技術振興財団、物質・

デバイス領域共同研究拠点、および、二国間交流事業共同研究の支援を受けて行われた。 

[1] M. Fujiwara et al., Nano Lett., 11, 4362 (2011). 

[2] T. Schröder et al., Optics Express, 20, 10490 (2012). 

[3] M. Fujiwara et al., submitting. 

[4] F. L. Kien et al., PRA 80, 053826 (2009).  

[5] S. Takeuchi, TAPER OPTICAL FIBER. Japanese Patent No. 2010-211192 (2010).  

[6] Andreas W. Schell, Hideaki Takashima et al., Scientific Reports 5, 9619 (2015). 

第77回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2016 朱鷺メッセ (新潟県新潟市))14p-B8-8 

© 2016年 応用物理学会 100000001-221


